
会社にお金を残す
３つの鍵とは？

～中小企業は「どんぶり勘定」でＯＫ！～

この3つの鍵を手に入れれば、
あなたも資金繰りの悩みはゼロになる！
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■決算書って何のためにあるの？

（ ）を計算するため（ ）にある！

だから

決算書は（ 経営の役に立たない ）！

税金 だけ
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■何が問題なのか？

（ 先々の見立て ）に役立つ情報が見えない。

（ 先々の見立て ）に役立つ

３つの情報とは？

【超重要】
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■何が問題なのか？【超重要】

１．この先、いくら（ 入ってくる ）のか？

この先、いくら（ 出ていく ）のか？

２．（ 〇月〇日 ）にいくら足りなくなるのか？

（ 〇月〇日 ）にいくら余っているのか？

３．1年先までの（ 残高 ）がどのような推移に

なるのか？
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■３つの情報が見えるとどうなるのか？

無理やりではなく自然に

（ 意識 ）が変わり（ 行動 ）が変わる

その結果
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■３つの情報が見えるとどうなるのか？

１．会社にお金が残るようになる！

２．資金繰りの悩みがゼロになる！

３．本来やるべきことに集中できるようになる！

４．成長するための基礎・基盤・土台が強固に
なる！

キーワード：（ どんぶり勘定 ）
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■「どんぶり勘定」とは何か？

残り

入り出

・職人のポケット

・八百屋のザル



copyright (c) Tomonori Kanda all rights reserved 8

■「どんぶり勘定」3つの鍵とは？

鳥

虫

魚

１． の目で俯瞰する！

２． の目で障害物を避ける！

３． の目で流れをキャッチする！
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■鳥の目線で全体を俯瞰する！
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■鳥の目線で全体を俯瞰する！

■株式会社○○○の｢入り｣と｢出｣の図解 （単位：千円）

【第6期　平成25年3月期の実績（素の数字）】・・・・・（パターン２に該当）

小計

189,410

196,262 税金 1,640 190,863

1,453

196,262 196,262

※ キャッシュベースの利益1,453千円に対して、返済額が6,852千円ですので、
5,399千円のキャッシュ不足です。

5,399

190,863

6,852返済

経費 27,767

仕入 160,003

｢入り｣｢出｣

売上の
入金

｢入｣合計｢出｣合計

（1年間でのキャッシュ不足分）

※キャッシュベースの利益
（返済の限度額）
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■鳥の目線で全体を俯瞰する！
■株式会社○○○の｢入り｣と｢出｣の図解 （単位：千円）

【キャッシュ不足分を借入などで確保した場合のイメージ】

小計

189,410

196,262 税金 1,640 208,363

1,453

12,101
208,363 208,363

※ 現状は、1年間でのキャッシュ不足分5,399千円を、

金融機関からの借入や役員からの借入などで対応しています。

｢入り｣｢出｣

売上の
入金 190,863

6,852返済

借入※ 17,500

仕入 160,003

経費 27,767
｢入｣合計｢出｣合計

（1年間で増えたお金の額）

※キャッシュベースの利益
（返済の限度額）
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■鳥の目線で全体を俯瞰する！
■株式会社○○○の｢入り｣と｢出｣の図解 （単位：千円）

【返済額6,852千円を0円に減らせた場合（リスケ）のイメージ】

小計

189,410

189,410 税金 1,640 190,863

1,453

1,453
190,863 190,863

※ 返済条件の見直しをリスケジュール（略してリスケ）といいます。

リスケで返済額を0円まで減らしてもらえれば、なんとかパターン１になります。
リスケは様子を見ながら1年で更新していくことが普通です。

リスケをしてもらっている期間中に十分な粗利益を確保できる体制を作るのが基本的な考え方です。

リスケ期間中は、新たに融資を受けることはできなくなります。

手続きに3ヶ月ほどかかります。追加保証料という手数料が掛かり、これは分割支払できません。

｢入り｣｢出｣

売上の
入金 190,863

0返済

仕入 160,003

経費 27,767
｢入｣合計｢出｣合計

（1年間で増えるお金の額）

※キャッシュベースの利益
（返済の限度額）
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■鳥の目線で全体を俯瞰する！
■株式会社○○○の｢入り｣と｢出｣の図解 （単位：千円）

【キャッシュ不足分をいわゆる｢売上アップ｣で確保しようとする場合のイメージ】

小計

218,285

225,137 税金 1,640 225,238

6,953

101
225,238 225,238

※ キャッシュ不足分5,399千円をいわゆる｢売上アップ｣でカバーしようとすると、
225,238千円の売上が必要になります。約118％です。あと34,375千円の年間売上アップです。
（現状の粗利益率16%を前提として計算しています）

仕入 188,878

経費 27,767

｢入り｣｢出｣

売上の
入金 225,238

6,852返済

｢入｣合計｢出｣合計

（1年間で増えるお金の額）

※キャッシュベースの利益
（返済の限度額）
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■鳥の目線で全体を俯瞰する！
■株式会社○○○の｢入り｣と｢出｣の図解 （単位：千円）

【キャッシュ不足分を｢値上げ｣で確保しようとする場合のイメージ①】

小計

189,410

196,262 税金 1,640 196,363

6,953

101
196,363 196,363

※ キャッシュ不足分5,399千円を｢値上げ｣でカバーしようとすると、
年間で5,500千円の値上げをして、196,363千円の売上になります。約103％です。
たとえば20,000千円の物件であれば、今後は20,000×103%＝20,600千円で売ればいいということです。（消費税は別途）
そのように値上げをすれば、粗利益率が16%から18.5%に上がります。

いわゆる｢売上アップ｣を意識するよりも｢値上げ｣を意識したほうが楽ということがわかります。

仕入 160,003

経費 27,767

｢入り｣｢出｣

売上の
入金 196,363

6,852返済

｢入｣合計｢出｣合計

（1年間で増えるお金の額）

※キャッシュベースの利益
（返済の限度額）
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■鳥の目線で全体を俯瞰する！
■株式会社○○○の｢入り｣と｢出｣の図解 （単位：千円）

【返済額6,852千円を半分の3,426千円に減らせた場合（一本化）のイメージ】

小計

189,410

192,836 税金 1,640 192,863

3,453

27
192,863 192,863

※ ケースバイケースですが、リスケではなく一本化というテクニックで毎月の返済額を減らせることがあります。

毎月の返済額を減らすことができれば、粗利益でのカバー負担が減ります。

仮に、返済額が半分の3,426千円になれば、
値上げで考えると、年間2,000千円の値上げをすることでパターン１になります。

｢入り｣｢出｣

売上の
入金 192,863

3,426返済

仕入 160,003

経費 27,767
｢入｣合計｢出｣合計

（1年間で増えるお金の額）

※キャッシュベースの利益
（返済の限度額）
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■虫の目線で目の前の障害物を避ける！
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■虫の目線で目の前の障害物を避ける！
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■虫の目線で目の前の障害物を避ける！

（ １ ）

（ ２ ）

（ ３ ）

（ ４ ）

（ ５ ）

（ 合計 ）
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■虫の目線で目の前の障害物を避ける！
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■虫の目線で目の前の障害物を避ける！

日繰り表
12シート

1年間の全体像
1シート自動計算

入力

エクセルは13シートで構成
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■虫の目線で目の前の障害物を避ける！
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22

■虫の目線で目の前の障害物を避ける！

98,781千円

71,759千円

22,477千円

4,114千円
4,333千円

98,781千円

71,759千円

22,477千円

4,333千円

4,114千円
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■魚の目線で流れをキャッチする！
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■魚の目線で流れをキャッチする！
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■魚の目線で流れをキャッチする！

キャッシュ（現金・預金残高）の36ヶ月間の推移

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

金

額
（

千
円
）

現預金残高

2011年 2012年 2013年
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■魚の目線で流れをキャッチする！

現金・預金残高は36ヶ月間でどのくらい増えてきているのか？減ってきているのか？

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

金

額
（

千
円
）

現預金残高

理想線

2011年 2012年 2013年
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■体験談（１）

「前はリスケの連鎖で返せなかったんですけど、今はもうリスケは
全部やめて借入残高はだいぶ減りほんとうに楽になりました」

（千葉県 薬局 年商2億円 40代 代表取締役 男性）

「どんぶり大福帳」を毎月銀行に提出していたら評価が上がりス
ピーディーな借入ができるようになりました」

（鹿児島県 建設業 年商3億円 30代 代表取締役 男性）

「資金に余裕が出てきたせいか、新たな投資をするという道筋が
だいぶ見えてきました」

（愛知県 製造業 年商１億円 50代 代表取締役 男性）

「いままでにはあり得なかったことが起きています。資金に余裕が
できてきたんです」

（宮城県 運送業 年商2億円 60代 取締役 女性）
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■体験談（２）

「あ、おれは、ここまで使って大丈夫なんだ、というのがわかるから
積極的なお金の使い方ができるようになりました」

（東京都 コンサルタント業 40代 年商1,500万円 男性）

「5年先10年先を考えられるようになったのも「どんぶり大福帳」の
導入がキッカケになっています」

（神奈川県 建設業 年商4億円 40代 代表取締役 男性）

「一番に影響があったのは一本化で返済額を減らせたことでした」
（岐阜県 写真業 年商1億円 40代 取締役 女性）

「返済額が半分になったということもありましたけど、経理の人間
が変わってもイケるというのはとてもありがたかったですよ」

（大阪府 商社 年商10億円 50代 代表取締役 男性）

「担当者だけにしかわからないというのがなくなって安心していま
す」 （北海道 建設業 年商5億円 30代 男性）
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■今日のポイントの整理
１．決算書は（ 経営 ）の役に立たない！

２．（ 鳥 ）の目、（ 虫 ）の目、（ 魚 ）の目で数字をみる！

３．「どんぶり大福帳」で（ 予測 ）の精度を上げる！

・これなら（ ）の（ ）がわかる！

・（ ）が明確になった！

・資金ショートの（ ）がなくなった！

・本来（ ）に集中できる！

・（ ）を持って判断できるようになった！

・（ ）に余裕ができるようになった！

・（ ）に褒められた！

お金 流れ

打つ手

恐怖

やるべきこと

自信

キャッシュ

銀行


